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日本とスイスの交流
幕末から明治ヘ
森田安一一編
森田安一編
Alorita Yasuka"" 
幕末か1，
と
E市一、かリ幕末・明治則の日本・スイスの
交流をめぐって
帝国主義と平等性のあいだ国際法のグローバル化と
一九世紀における日消関係
日本・スイス交流の誕生過稗岩倉使節団の見たホルナl、アンベール、そしてその後人類学的視点におけるスイス人の日本像スイ 絹商人ハンス・シユペリの見た明治 日本スイスと国交始まった頃の時計産業
近代化の嵐のなかで
山
111 
出
版
イ
ス
人
の
見
た
日
200年前にスイス人が描いた長崎のスケッ
岩倉遣欧使節が見聞したスイス滞在記
両
国
間
の
通
商
条
約
締
結
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
近
代
化
を急ぐ
日本
とス
イス
の
知
られ
ざる
交
流
を紹
介
す
る。
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しかし、
遅きに失する畏れ
なきに
しもあらず
だ
が、
いま
から
でも
『
米欧回覧実記
』と
いう
日本
の近
代
010 
国家
へ
の出
発 点
に当
って
公刊された
この
岩
倉使
節団
の報
告書
は読み直
されて
よ
い。
そこ
から読
みとれる
もの
(選
択
肢)
を十分吟味し
て、
いまの日
本の
歩み方
、
あり方をもう
一度
考え直
してみるこ
とはけ
っし
て
無駄
ではな
い
はずである。
いや
、
一世
紀余
にわたる日
本の近
代国家
の形
成、
成立、
確立
から破
産と
いう
プロセ
スは、
いま
立ち
止
まり、
改め
て日
本近代国家
の出
発点
に公刊
され
たこ
の報
告書を
読み直
すこ
とを、
むしろ要
請
している
と
いっ
ても過
言ではな
い。
幸い、
原本は復
刻さ
れ、
また、
岩波文庫
化もされた。
手にと
ろうと思えば
いつ
でも可能に
なっ
ている
。
こ
の報
告書
が再び
注目され、
人びと
の手にと
られること
を願
って
やまな
い。
ホ ル ナ l 、
アンベIル、
人類学的視点におけるスイス人の日本像
そ し て そ の 後
フ ィ リ ッ プ
・ダレ
ス
森田安一訳
本章
の目
的は、
スイス人
が日
本と出会
った初期
の様
子を紹介
し、
スイス
における日
本像に与
えた影
響
を調べ
ることで
ある。
彼ら
の経
験が
一九世紀および
二O
世
紀初期を通じ
てス
イスにお
ける
日本像
を生み
出し、
しだ
いに
形成し
て
いっ
たこ
とを証
明し、
新し
い情
報や最
近発
見された資
料に
照ら
して
人類
学的視
点でこ
の問
題を論
議し
てみた
い。
ここ
で強
調する
人類学的視点
とは、
日本と
の出
会い
から生じるさ
まざ
まな人
間的特性や経
験、
日本
へ旅
行した
スイス人がスイス帰
国後に残した観
察し
うる知識
の痕
跡、
遺産、
伝達を再
構成
・再
配置
し、
古記録
や出版物だ
けではな
く、
スイス、
とくに
いくつか
の民
族博物館
に保
存
されて
いる
日本
の諸
資料を
利用し
て予備的分析を試
み、
その
重要性
に焦
点を合
わせることで
ある。
私た
ちは
これらの
日 本
に関
する収
集物を調
査
の
重要領域と考えね
ばならな
い。
それらを
通じ
て
日本に対
する
011 
スイス人
の関
心の
高さを測
る扉
を新しく聞
き、
「陽
の昇る国
」
へ旅
して
、
明らかに
何の記
録も残さ
なか
った
多く
の無
名の旅
人
への新
たなる
洞察や伝記的な構
成要素を提供
できるだ
ろう。
日瑞修好通商条約は
一八
六四年にカ
ントン
・ヌ
シャ
テル出
身
のエ
メ・
アン
ベlルに
よ
って
署名
された
が、
その
締結
一 四O周
年記
念はもう
一つ
の周
年を祝う機会
でもある。
それは
二OO
年
前の
一 八O四
年に
一ス
イス
人がは
じめて
日本を訪れた
こと
である。
それ
につ
い
ては
非常に良く
記録が残され
ている
。
また、
今回の
シン
ポジウム直
前の
二OO四年の夏に思
わぬ
二つ
の発
見があ
った
。
それら
はスイ
スにおける日本
にかかわる記
憶メ
カ
ニズム
に興
味をかき立
てる証
拠を加え
るで
あ
ろう
。
初期
のス
イス人
オリ
エ
ンタ
リ
ス
トの
役
割と
明治
時代に相
当する時
代を扱う
いくつか
の事
例も検
討した
い。
そのこ
とは日
本をスイス
に伝
える
役割
を演じた役
者
たちの
立場
を再考
すること
に役
立
つ
であ
ろう。
日
本
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
初
期
資
料
と
両
国
関
係
の
研
究
動
向
ドイ
ツ
語で書
かれ
た日
本に関
する書
籍は、
ゾl
ロトゥ
ル
ン出
身のイ
エズ
ス会士
レン
ヴアル
ト・ツ
イ ザ
トEg
] によ
って
四OO
年以上も
前に
フリ
ブl
ル
で印
刷されたが、
それはも
っ とも早
いス
イス人
の日
本
に対
する
関心を表明した
歴史
的業績
だとみなせる。
ツィザ
トは
日本に滞
在
したイ
エズス
会士た
ち
によ
っ
てロ
lマに
もたらさ
れた文
4青から情
報を集
める
ことがで
き
たので
ある
[切25mE
S包
、
踊 M C C 品
]。
一五
八六
年から一八
六四
年の
アンベ
l
ル使
節固
までの
あい
だに、
一八
O四
10五年に長
崎を訪れ
たヨl
ハン
・カ
スパlル
・ホ
ルナ
lの
例を除けば
(後 述 ) 、
スイス人
は一人と
して
日本に行
き着
くことは
できなか
った
と
一般
に考
え
られて
いる
。
しかしながら、
こ
の想
定は今
日では
い
くらか修正しなけれ
ばならな
い。
ツイザ
トの例
は、
この
よ
うな早
い 時期に
情報伝達
の驚
くべき
可
能性があ
った
こと
を示
している
。
今日
では
再現
する
ことが
難し
い
さまざまなネ
ット
ワー
クやチ
ャン
ネル
を通じ
てスイ
スの学
者は
情報を
手に入
れていた
ので
ある。
スイス
の
図書
館には、
日本
につ
いて
の叙述を含
む古
い書
籍が
オランダ
、
ドイツ、
イギ
リス、
フラ
ンス
から
かな
り入
って
いる
。
一七
世紀や
一八世
紀、
つま
り
オラン
ダ人と中
国人だけが
二ハ
三九
年以
降長
崎の
制限区
域で通
商
する
こ
とを許
された、
いわ
ゆる
鎖国
の時
代であ
っ た江戸
時代以前
にも、
またそ
の間にも、
東アジ
ア
や日
本に
関心を
示すスイス人
がわず
かながら
いたこと
は明
らかだと思われる。
スイス人
がオ
ランダ
とその
東イ
ン
ド会社に密
接な関係があ
った
こと、
また、
スイス人
が商人や科
学
者とし
てヨ
ーロ
ッパ内
を動き
回り、
広いネ
ット
ワー
ク
に参加し
てい
たこ
とが
過小評価さ
れて
きたように
思われる。
オランダ
と
の結
び
つき
を説明
する理
由の
一つ
は
宗派問題
である。
両国はプ
ロ
テスタ
ント
領域
に属し、
そこ
に富
裕で影
響
力のあるプ
ロ
テスタ
ントの
改
宗家族が
宗教改革
後の
一六世
紀中に避
難場所を
見出
して
いたので
ある。
一七世紀
の江
戸時代に少なく
とも
一人
の
スイ
ス人が、
日本
に、
間違
い
なく
長崎
に、
上陸した
可能性は今日確か
められる
。
ジ1
ゲリスト
[N 0 2
NN∞]
は古文
書から彼
を
グラ
lル
ス
出身
の
ハン
ス・
ハイ
ンリ
ヒ
・シ
ユテ
lガ
ーだとし
ている
。
彼は
一七年間オ
ラン
ダ艦
隊の船
医
とし
て過ご
した後
r 
072 
ホルナ一、 ア ン ベール、 そしてその後073 
一六
六六
年におそらく
日本
で亡くな
って
いる
。
074 
一七
1二O
世紀
のあいだ
に収
集
された
日本
文化の資
料は
情報を補完
するに足 もの
であるが
、
九
世紀以前
の資
料に
つい
て
は調
査はしばしば非
常に困
難
である
。
芸術作
品から日
常品
に
至る品々
はス
イ
ス民族博物館
に所
蔵
されて
いる
コレクシ
ョン
のなかに
見出
されるが、
ほと
んどが
一九世
紀末
と二O世
紀
初頭に集め
られたも
の
である。
収集物
によ
っ
て明
らかにされる日
瑞交流
の
可能性を
一不
すも
っと
も早
い例
は、
ヴイ
ンタ
ー
トゥ
lル市
立自
然科学博物館
の民
族
コレ
クシ
ョン
の
なか
にある
RSEE-SE2忠臣戸室。
芸 l ukF 叶 ] 。
それは小さな
漆塗
の箱
と
一足
の靴で
ある。
古い目
録によ
れば、
これら
の品
物は
一 六七
六年にき
わめ
てめ
ずらし
い貴
重品とし
て登
録され
一六
六O
年に創
設された市
民図
書館内
の
「珍奇品陳列室」
に
収蔵さ
れた。
」れら
のものは
東イ
ン
ド会社
の船
医と
して
パン
ダ
・アチ
エで
数年
過ごし
、
おそらく
長崎に
も上
陸した
であ
ろう
ウル
リヒ
・ マイヤーによ
っ
て持
ち帰ら
れたも
の
である。
ヴイ
ンタ
ー
トゥ
lル市
立自
然科学博物
館にお
いて
日本
関連資料
が次
に記
録
される
のは
、
ようやく
一 八七
八年にな
っ
てから
である
。
もう
一つ
の興
味あ
る例
はベ
ルン
に見
出される
。
ベルン
歴
史博物
館の民
族
学コレ
クシ
ョン
に
はアル
ブ
レヒト
・
ヘルボル
ト
(一
六 四
一1
一
七三
O)
によ
って
一 ムハ六
八年
にベ
ルン
に持ち帰ら
れた
日本
刀の脇
差が
今も保存
され
ている
。
ヘル
ポルト
は東イ
ン
ド会社
によ
っ
て雇わ
れた画
家で、
インド
、
スリ
lラ
ンヵ
、イ
ンド
ネシ
ア、
台湾
を旅
行した。
日本には
直接行
かなか
った
が、
台 湾
でこ
の脇
差
を手に入れたら
しい。
ベ
ルン
で次に初
期日
本関連
コレ
クシ
ョ
ンが
見出
される
のは
一九世紀に入
って
からで
、
オラン
ダと
取引を
して
いた
マヌエル
家
が一
八二
九年
と一八
四二
年に日本
コレ
クシ
ョン
を市立
博物館に寄贈し
たも
ので
ある
[]Uω。門mw
N DOω
品由l印(〕]。
もち
ろん、
これらの
コレクシ
ョン
は
当時多量
に出回
って
いた日
本製品
に関する実
態ゃ、
日本に関して
どの
ような
信頼
できる
知識がスイスにあ
った
かを
必ずしも反映
して
いな
いし
、
それら
の品々が
そ
の所
有
者にもた
らした
威 信
や異
国情緒
の程
度を
今日、
推し
はかること
は困難である。
富裕な
貴族
が日本の物
品、
陶磁器、
漆器類、
家具、
食品
(たいていは醤油
)を
好ん
でい
たヨ
ーロ
ッパ
のほ
か
の地
域と異な
って
、
ス
イ
スにある公
私の
コレ
クシ
ョン
のな
かにそ
のよ
うな品々
の痕
跡を今
日多くは見出せ
ない。
若干
の物
品が確
認されたとしても、
これ
ま
で調査され
ても
いない
。
一つ
の
例外はジ
ユネ1ヴ図
書館に
ある漆
塗の
飾り棚
れた
かは定か
ではな
い。
それは
「東イ
ンド
から
の飾
り棚」
とし
て登
録され、
メダ
ル
・コレ
クショ
ンを
保
ホルナ 一 、 ア ン ベール、 そ し て その後
である
[町民一何回申
∞ 印]。
この
一七世紀
の飾
り棚は一七
O七
年に
ギヨl
ム
・フラ
ンコニ
と
いう
都市貴族
が図
書館
に寄贈し
たも
ので
ある。
彼も
オ
ランダの
東
イン
ド会社と活発な取
引関係を
結ん
でい
た人物である
。
この
こと
がそ
の出
所を明か
して
い
るとすれば、
ブラン
コニ
は
オランダ
船でもたらさ
れた
飾り
棚の最
初の
所有
者である
ことは
間違
いない
と推測できる
。
しかし、
そ
の正
確な価値やど
のよ
う
にスイス
へ
もたらさ
存す
るため
に使用
されて
いた
。
研究
の現
段階
で特
筆
すべ
きことは
、
スイ
スにおける日
本
の痕
跡は
一八
世紀
にはさらに
乏
しい
ことで
あ
る。
ロン
ドン
に定住
して
い
たスイ
ス人医師J
・G・シ
ヨイ
ヒツアー
は、
一七
二七年に
エン
ゲル
ベル
ト
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--
ケン
ペル(
一六
五一1一七一六
)の
『日本誌』を英訳し
ている
。
ケ
ンペル
は
東イ
ン
ド会社
を通じ
て長
崎に
076 
= j・長了
、
ノJ1
i 二 《
一六
九01九
二年の二年
間、
日本に滞
在し
た人
物である。
ケン
ペル
の本
は日本に関する主
要な情
報源
とし
て利用され、
日本
につ
いて
一八世紀に書かれた数冊
の書籍に強
い影
響を与
えて
いる
。
シヨイ
ヒ
ツアl
の翻
訳は今
日では不
完全
なも
のとみな
され
てい
るけ
れども、
完壁な英訳
を手にする
に
はごO世
紀
の末まで待たねばならなか
った
[ E 3 喜 こ 3 2 0
これ
らの
早い
時
期で
の日本
との
結び
つき
はすべ
て東
インド
会社
やスイ
ス人企業家と
オランダ
との
商取
引を通じ
て
であ
り、
オラン
ダは
多く
のス
イス
人回目険
家にと
って
、
真に
世界に開かれた
窓と
な
って
いた
。
不幸に
もこれらの冒
険家たちは自
分
たち
の活
動の
記録を多く
は残さ
なか
った
。
しかし、
埋もれた古
文書
や手
紙に
は発見さ
れるべき
多
くのものが
残ってい
ると
推定
される
。
シユ
テlガ!
とマ
イヤl
の二
つの
ケ
スー
はさら
に詳
細に研
究される必
要がある。
全体像はま
だは
っき
りしな
い
けれ
ども、
一七
世紀中に少な
くとも
一人
ある
いは二人
のス
イス人
がオ
ランダの
船
で長崎を訪れ
たと推
測でき
るし、
一八
世紀中にも立
証はさ
れていないが
、
同じよう
な例はあ
った
であ
ろう。
こう
した文
脈のなかで、
長崎を訪れ
て、
最初
の
具体的な足
跡を残
したは
じめて
のス
イス人
としてホル
ナl
の名
をあ
げることが
でき
よう
。
初期
の日
瑞関係
の研
究はスイ
スではあ
まり発展
しなか
った
し、
日本研
究はス
イス
の
学問領域
では
きわ
めて
若い
研究領
域である
こと
をこ
こ
で指摘
する
ことは
重要であ
ろう
。
スイス
の大
学、
主と
してチ
ュl
リ
ヒ大
学とジ
ユネ
lヴ大
学が日本研究を
一九
六0
年代末
以前に始め
るこ
とがなか
ったならば、
日本
への
関
心は
一九世
紀の後
半にせ
いぜ
い個
人的レベ
ル
で担
われてき
ただけ
と
いわ
ざるをえな
い。
それ
もフ
ランス
とドイ
ツの影
響を受け、
商業活
動へ
の強い
関心をもち
ながらも
、
スイスが
海軍も植民地
ももたなか
った
ので
、
外交活動
への
関心度が低か
った
か
らで
ある。
一八
六四
年以
降多く
の個
人、
企業家、
科学者、
旅行
者が日本
から品々
を持
ち帰り、
しばしば地元
の民
族博物館
に寄
贈し
たり、
売却し
た。
それに比して、
彼
らの
多
くは日
本における経
験を書き
残さなか
った
。
チュ
l
リヒのリ
lト
ベ
ル
ク博
物館やジ
ユネ
lヴのパ
ウアl博
物館
のよ
うな新し
い博
物館を除
けば、
日本や
東ア
ジアの
美
術品
や文
化を専門と
する博
物館はな
いし
、
どの博
物館も
日本文化
に関
する著
名な専門家を
かか
えている
わけではな
い。
ただ、
とくにベ
ルン
の例にみられるよ
うに二
O世紀初頭に、
数人
の学
芸員が
日本に関する
コレ
クショ
ンを
作り上
げよう
と努
人に
つい
て
たい
へ
ん詳細
な報告
をおこな
って
いる
。
コルデ
イエ[
同∞ 宏]
は、
イ
エズ
ス会士、
プロテ
スタ
ン
ホルナ一、 アンベール、 そ してその後
力したが、
長続
きしなか
った
。
初期
の日
瑞両国関係
に対する関心は、
少なくと
もパ
イオ
ニ
ア的
研究レ
ベ
ルで
は、
偉大な
フラ
ンス
人東
洋学
者コルデ
イエ
のよ
うな、
非スイス人
研究者
によ
っていつ
も
起こ
された。
彼はジ
ユネ
lヴ
で
一八
九四
年九
月に開
催さ
れた第
一O
回国際
オリ
エン
タリ
スト
会議
にお
いて
、
東アジ
アに
関心を寄せ
てい
たスイス
ト宣教師、
ある
いは
そのほ
か
一般
のスイス人が日
本よりは中国に深
い関
心を示
していた
とは
っき
り述
べ
ている
。
彼は
その
よう
なスイス
人たちが残した豊かな
資料と
調査に関する
研究が欠け
てい
ること
を不
思
議に思
い、
日本
を訪れた最
初
のス
イス人
とし
てアン
ベl
ル
を引
き合
いに
出し
ている
。
アンベl
ルにつ
い
077 
� 
ては後
でふれ
た
い。
とも
かくも
東アジ
アに
お
ける
これら
のス
イス人パ
イオ
ニア
の著
作や生涯に対
する地
元の
無関心
をコルデ
イエ
は非難し
てい
るよ
うに感
じられる。
しかし、
東アジ
アと
日本
に対する
一般
的学
078 
問動向、
パタ
ーン
、
ある
いは
スイス人
の態度に
コル
デ
イエ
はこ
こでふれ
ただ
ろうか。
私の考
えでは、
日瑞関係
の研
究に新し
い意
識が
芽
生えるには、
アンベ1
ル使
節団
の
日本訪問百年記念
祭と
、
そ
の折
出
版された記
念論
集「スイス|日本
一八
六四
|
一九
六四
年 』
[百
年祭委員会
5A]ま
で待たね
ばならなか
った
。
その
後、
中井教授
の重
要な博
士論文
[5
3が続き、
さらにヒ
ユル
リマ
ン[
忌呂、
イン
モl
ス[HgN
]、
ジエクイ
エ
ロ3
0 ] 、
モティlニ
[ 号
∞]、
部分的
にはジ
lゲリスト
[M言]
の
歴史
学的指向を
もっ
た出版物が
出された。
日瑞両国関係と
相互影響
に関
する研
究の将
来は
いまや
確かなも
の
となり、
新たな
原動力を得た
ように
思え
る。
両国の専
門家を含む会合
や学
問的な意
見交換は
いくつかの
新し
い実
り多
い 考察を導き出す
であ
ろう。
「二
O世
紀日
本におけ
るス
イス受容
||イ
メージ
・理
念・文
化的変容
・学
問」
をテl
マに
して二
OO
三年八月にチ
ュl
リヒ大
学東
アジ
ア研
究所
でお
こ
なわれた
セミ
ナーはその
例で
ある。
博物館
の研
究
サイ
ドでは
、
ヨーロ
ッパの
博物館、
ギャ
ラリー、
調査研究所から日本
工芸
・ 応用美術
の
研究者、
学芸員
たち
が新し
いネ
ット
ワー
ク
を作り出し
ている
。
それは
E
NJA
Cと呼ば
れ、
二O
O三年
以
降す
でに二
つ
の実
り豊
かな
会議を組
織した。
この最
近の
汎ヨ
ーロ
ッ パ
的共同作
業に
はスイ
スの五
つの
博
物館も参加し
て、
各博物
館に残され
ている
日本
のも
っと
も古
い痕
跡や
比較的新し
い痕
跡を
研究す
る
のに
た
いへ
ん役
立
って
いる
。
博物館
に
はい
ま
だに
手
をつけ
られ
てい
な
い非
常に多
く
の資
料が眠
って
いて
、
それら
はさまざ
まな分野で
両国関
係を理
解
するのを
助けてく
れる
であろ
う。
ホルナ!とロシ工アンベール以前の日本における二人のスイス人
物理学者、
天文学者、
世界周航者、
ロシ
ア皇
帝の顧
問
官で
もあ
ったスイス
人ヨ
lハ
ン・
カス
パ
lル
・
ホルナ
l(一
七七凶i一
八三四
)は
チュ
lリヒ
に
生まれた
。
父親
はチ
ュ
lリヒ
のパン
屋で
、
チュ
lリヒ市
参事
会に属し、
大尉
の地
位にあ
った
が、
ホルナ
lが病
弱であ
った
ので
、
彼を
プ
ロテ
スタ
ント
の牧
師と
し
をも
ち、
天文学へと
情熱を
広げ始め
てい
った
。
彼は
ドイツ
で科
学研究を
追究し、
一七
九九年にイ
エナ
大
ホル ナ一、 ア ン ベール、 そ し てその後
て教
育す
るためにギム
ナジウム
に送る
こ
とにし
た。
しかし、
まもなくホ
ルナ
l
は数
学と自然科学
に興
味
学から博
士の
学位
を受けた。
市民
み」阜
、
，AIl-v 
一八
O三年に
エス
トニ
ア出
身の
アダム
・ヨ
lハン
・フ
ォン
・クル1
ゼン
シユテ
ルン
(一
七
七 O
ー一
八四
六)
の指
揮下
に
ロシ
ア皇
帝ア
レク
サン
ドル
一世の
命によ
っ
て組織された
世界周航探検隊
の天
文学
者と
して
採用された。
ホルナ
lはクルl
ゼンシユ
テルンの
艦 船
ナジ
ェl
ジダ
(希
望 )
号に
乗船し
た。
ナジ
ェl
ジダ
号にはも
う
一隻の
小型
船ネ
ヴ
ア号
が従
った
。
三年
間(
一八O三10
六)か
かっ
た遠
征探検
隊には、
船員、
将校、
科学者、
ロシ
ア皇
帝の公
式使
節ニ
コラ
イ・ペ
ト
ロヴイ
ツチ
・レザ
lノ
フご
七六凶
1一八
O
。79
n 
七 )
など
一三九
名が含
まれ
ていた
。
080 
ナジ
ェlジ
ダ号
はブラジ
ル
に停泊し
た後に、
ホルン
岬
を通
り、
マル
ケサス諸島
の
一つ
で
ある
ヌクヒ
ヴア
島
など
の島々
に時
折上陸し
ながら
太
平洋を帆
走し、
カムチ
ャツ
カ半
島の
ロシアの
港ペ
トロパ
ウロ
フ
スク
に到
着した。
そこか
ら船は長崎
に向
け出
帆し、
日本の南
西 岸
に沿
って
南下
した。
ナジ
ェl
ジダ
号は
一八
O四
年一
O月八日に
長崎
湾の入口
に到着し
(口絵3参照
)、
六カ
月後
の一
八O
五年四月五
日に
出
帆した。
ネヴ
ア号
はつ
ねに
ナジ
ェ1ジダ
号
と同じルl
トをと
った
わけでは
なく、
日本には行かなか
った
。
クルー
ゼンシユ
テル
ンは
日
本海を北上
し、
北海道北部
やサハ
リン島
に上
陸し
て、
そこで探
検隊
の
メン
バー
はア
イヌやニブフ
(ギ
リ ヤ l ク
)の人
びとと出
会っ
て
いる
。
これら
の探 検の
後に、
千島諸
島を通
って
カムチヤ
ツカ
に
戻った
。
その後
、
中国
では
広東に
立ち
寄り、
南東
アジ
アの
海、
大西洋
をへて
、
ザン
クト
・ペ
テル
ブル
ク
に帰
港した。
クル
l
ゼンシ
ユ
テルンに
よ
っ
て出版された探
検図解書EE
は、
航海を
理解す
るた
めに
必要なすべ
ての
地
図を備え、
日本人、
アイ
ヌ民
族、
そのほ
か
の人
びと
のきわめ
て興
味深く、
最新
の、
まっ
たく真に
迫った
ビジ
ュア
ルな
記事を提供し
ている
。
彼ら
の長い旅
行中に
クル1
ゼンシユ
テル
ンは
ホ
ルナ
lの名
を九州の鹿
児島湾入口西方
にある山
(開聞岳、
九
二 二
/
九二四
メートル
)と、
サハ
リン
の北
西海
岸にある
岬に
つけ
ている
。
パラ
ヴィチl
ニ
はホル
ナlを
「民族学
者」
の先
駆けとな
った
三人目
のス
イス人と
みな
して
いる
[3352E
H宏
ω 一56
HωN
]。
なぜな
ら彼は
世界
周航
をしたも
っとも早
いス
イス人旅
行者
であ
り、
遠方
の知
ら
れざる
民族を観
察
したから
である。
彼以前
では、
ジェ
lムズ
・ク
ック
船長
の一七七
六i八
O年の第三次
航海
のとき
の探
検隊
画家であ
ったベ
ルン
出身
の
ヨハ
ネス
・ヴエツ
パl
(一
七 五一1
九一一一)
がいた
EE
司gEロ
遺品
]。
長いあい
だホルナ
lはち
ょうど
二OO年
前に
日本を訪れ
た最
初の
ス
イス
人と考
えられて
いる
。
す
でに
見て
きた
ように、
たしか
に彼は長
崎
に最初
に
上陸したス
イス人
ではな
いが
、
明らかにオ
ラ
ンダ
船で
到来し
なか
った
最
初の
スイス人
であ
り、
後代に
いく
ばくか
の記
録を残し
た最
初の人で
あった
。
二O
O四
年七
月に私
はチ
ュl
リヒ大
学民族博物
館で、
彼が旅行中に描
いた
スケ
ッチ
、
絵画、
地図
を再発見した。
これらの収
集物数
点は初め
て二O
O
四年に開催された
日瑞修交通商条約記
念シ
ン
ポジウム
に提示された。
この
世界周航探
検の
目的は
アメリ
カと日
本の北
海岸を
探検踏
査し、
日本と
の外
交
・ 通商
関係を樹立
し、
科学調
査をし、
より
正確な地図
を作成し
て、
中国に
い
たる
毛皮輸送
の海
運ルl
トを改
善
する
ことで
あ
っ
ホルナ一、 ア ン ベ ー ル、 そ し て その後
た。
ロシア
皇帝は
クル
l
ゼンシユ
テル
ンに
露米会社
の創
設
者シ
ェ リクホ
フの
女婿
で、
露米会社
の大
株主
レザ
l
ノフ
は
日本
が千島列島、
アリ
ュl
シャ
ン列
島、
アラ
スカ
にお
であ
っ たレ
ザ
lノ
フを
乗船さ
せた。
ける
毛皮
貿易
に従事
する
ロシ
ア前
哨地
の供
給地
にな
ると
考えた。
公式の大
使と
して
、
彼は
ロシア
軍中尉
アダム
・ラク
スマ
ンが
一七九三年
に〔幕府か
ら〕
得て
いた
文書
のお
かげ
で日
本と
の交
渉は成功
する
であろ
うと考
えていた
。
ラク
スマ
ン
は日
本と
の外
交関
係樹
立を達
成する
ために
女
帝エカ
テリlナ
二世
によ
って
派遣
されて
い
た人物である
。
ラク
スマ
ン
は北
海道
へ帆
走し、
松前
に
おい
て江
戸幕府
の役
人、
石川将監と
村上大学
の二
奉行か
ら長
崎におけるさらな
る交渉
に関する信任状
を得
ただけで任
務を終え
てい
た。
それ
081 
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にも関わ
らず、
レザlノ
フはこの信
任状
が日本と
の通
商を認め
ること
にな
ろうと誤
解
して
いた
。
ラク
ス
082 
マン
同
様に、
レザ
lノ
フは
ザン
クト
・ペ
テルス
ブル
クへ
連れ
て行かれた
日本人漂流者を
帰還さ
せる
考え
をも
って
い
た。
彼らは世
界
一周を
した最
初
の日本人
であ
った
。
その
詳細な記
事は
一八
O
七年に出版され
た大
槻玄沢
の著
書
『環海異聞
』に見出され
る。
数カ月
の交
渉の後に、
不幸
にも
レザlノ
フは
日本
の官
憲、
幕 府
の交
渉に失敗
した。
彼は日
本人
の拒
絶によ
っ
て個人的に侮
辱されたと感じ、
カムチャ
ツカ
でクルl
ゼンシ
ユテ
ルンの
船を
離れ、
数カ月
後に千
島諸島
にあ
った日
本の
運上屋
施設に対する襲
撃
を始めた。
ほほ六カ月
間長
崎で
過ご
したあ
いだ、
ホル
ナlは天文
観測に従
事し、
地図を作
製した。
また、
ドイツ
人の
物理学
者
・博物学者
で、
探検
隊の公
式の画
家である
ヴイル
ヘ
ルム
・ゴッ
トリlプ
・テ
ィレ
ジウ
ス
・
フォン
・テ
ィレナ
ウと
ともに、
長崎
周辺
の景
色、
船、
人びとを
スケ
ッチ
した。
クルl
ゼン
シユテ
ルン
[ - ∞ H O - -
∞ -
H - 5
HN 〕、
ラン
グスド
ル
フ[
-S
ω]
、
レ1ヴ
エ
ンシ
ユテ
ル
ン5
8]
の旅
行記事を注
意深く研
究すれば、
日本滞在中
に起き
たこと
を時を追
って
、
そし
て詳細に再現する
ことが
できる。
これら
の著
者たちはあら
ゆる種
類の
できごとを目
撃
し、
報告
し、
日本
の人び
とに
つい
て見
聞
したすべ
てを
叙述
した。
そこか
ら、
たとえば、
ロシ
ア皇
帝が天皇だ
と信じた日
本の支
配者に、
贈物
一式を用
意
したこ
とがわかる
。
ラング
ス
ドル
フは
贈物
のな
か
の最
良のものを
書き出
してい
るが、
そのな
かには
金
銀の懐
中時計があ
った
。
しかし、
これ
らの
贈
物は
受け
取られなか
った
。
それにもかかわら
ず、
日本
人漂流
者一人
一人
には
銀時
計が与えら
れた
[ F E 間 的 ι 。 吋 R
Sおヨ]。
おそ
らくそれら
はス
イス製
で、
日本に入
った
初
期の
スイス時計
である
蓋然性
は高
い。
物語的雰囲気や
上級乗組員、
将校、
科学者と
いっ
た地
位が新し
い旅
行方法
を生み
出し、
一八
世
紀の探
検と
の決
別を予見し
ている
。
彼らが訪れた世
界のほかの地
域と
は異な
って
、
日本
人は
ロシア
船、
その
乗
組員、
とくに使
節のレ
ザー
ノフ
に格別
の好
奇心を
抱いた
。
あるもの
たちはナジ
ェl
ジダ
号近
くにや
っ
て来たり、
乗船し
たりし
て、
オランダ
人以外
の外
国人を記
録する絵を
たくさ
ん拙
き上げた。
一八
O四
年の
『ロ
シ
ア使
節レ
ザ l
ノ
フ来
航絵巻」
のよ
う
な記録は、
写真発明
の三
五年以前
にクルl
ゼン
シユテ
ル
ン探
検隊
の
メン
バーによ
って
残
された
数枚のスケ
ッチ
や絵画
の鏡
像
とし
て今日比較
されねばならな
い。
出島商館(
口絵2参照
) のオラン
ダの
役
人や
通詞
は、
日本人
とこれ
らのロシア
新来者
のあ
いだの
い
わば第
三者
であ
った
。
クル
l
ゼンシユ
ホル ナ一、 ア ン ベ ー ル、 そしてその後
テルンが
町に接近し、
長崎
港に停
泊
するまで
には数
週間
を必要
とした
(口
絵1
・ 4 を 参 照
)O
レザ
lノ
フは
その後
隔 離
された住居に滞
在を
許され、
ロシア
人
たちは
日本人
の厳
し
い警
備の
もと
に上
陸し
て少し
の時
間過ご
すことが
でき
た。
一八
O五
年三月に、
たとえば、
レl
ヴェ
ン
シユテ
ルン[
N c g
N 2
] は次の
ように
書いている
。
「ホ
ルナ
lは
今や
毎日上陸
し
て、
振り子
の実
験
をして
いま
す」
と。
ホルナ
lはクル
l
ゼンシユ
テル
ンの
親 友
で、
艦上
の重
要人
物に属
して
いた
が、
けっ
して
探検
隊のな
か
の有
名な人
物ではなか
った
。
その理
由の
一つ
は、
ラング
スド
ルフ
[HS
ω ]や
レlヴ
エン
シ
ユテ
ルン
[ N c g
とは
違って
、
彼が旅
行体験
や長
崎滞
在に
つい
て個人的に記
録を書
かなか
っ た事
実か
ら説
明されうる。
そ
れに
もかかわ
らず
、
彼は
三つ
の
論文を探検記
の第三巻
目宗2855355
に発表し
ている
。
それらは物
083 
理学的
・天文学的観測を扱
って
いる
が、
再刊
行されたり
、
フラ
ンス
語や
英語
に翻
訳さ
れ
ること
もなか
っ
084 
た。
彼の
書簡を丁
寧にみれば、
日本旅
行中に彼
が知り
えた
さまざ
まな
エピ
ソ
ードを再
構成
できる
かもし
れな
い。
彼は数通
の手
紙を
家族
に送
って
おり、
そ
のな
かで
旅
の印象を多少語
って
いる
。
長崎
に関するわ
ずかな記述
で、
彼は
日本
の官
憲によ
る数
多く
の制
限と外国人
への
変わ
らぬ疑いが
あることを
嘆い
ている
。
一八
O六年
にヨーロ
ッパ
に一
反っ
てから、
ホル
ナlは
ザン
クト
・ペテルブ
ル
クと
タリンに
あ
るクルl
ゼ
ンシ
ユテ
ルン
の家
にしば
らく
滞在し
た。
彼が
描いたタ
リン
のス
ケッチ
はチ
ュ
1リヒ民
族博物館
の
コレ
ク
シヨン
のなか
にある。
ホル
ナlは
ザ
ンク
ト
・ペテ
ルブル
ク大
学教授
の
地位を
断り、
むしろ南アメ
リカ
へ
の新
しい
探検隊を組織
しようとした。
しかし
、
ナポ
レオンと
の最
初
の戦
争
がロ
シアに
財政的な制約を
も
たら
した。
一八
O九年チ
ュl
リヒに
帰り、
人文学
院で数学
・論
理学
・修辞学
の教
授
とな
った
。
一八
一六
年か
ら三
O年
ま
で市
参事会員と
なり、
一八
一二
一年から三
四年に
死ぬまでチ
ュlリヒ
自然科学協会
会長
の
也立
こ
ハピ
。
j{;lJ 
ホル
ナlをよく
知って
い
た人びとに
よれば、
ホル
ナ1
は旅行
に深い感
銘を受け、
そのこ
と
を訪れた人
に語
り、
日本と
中国か
ら持ち帰
った
品々
のコレ
クシ
ョ
ンを
みせたと
いう
。
これら
の品々は
ま
だ発
見さ
れてい
ない。
ホルナ
lの死
後、
彼の
所有物と文書類は
チュ
lリヒ
古
物収集家協会
とそのほ
かのチ
ュl
リ
ヒ研
究機関
に寄
贈された。
その
後、
彼の
民族学関
連コレ
クショ
ンと
絵
画コレ
ク
ション
は一
八八
九年に
創設さ
れたチ
ュl
リヒ
大学民族博物
館に移
され、
そこ
のも
っと
も古
い
コレ
クシ
ョ
ンとな
った
。
物品
の
コレ
ク
ション
と
異な
って
、
図像
文書
類は手
つか
ずに残され、
博物館
の地
下室
に埋
も
れた宝
物
のよ
うに忘れ去られ
てしま
った
。
スイス
の博
物
館における
日本関
係コ
レク
ショ
ンへ
の私の興
味は
一九
九七年
にエ
メ
・アンベl
ルと
そのほかの
コレ
ク
ション
の研
究と
ともに始
まった
が、
二O
O二年
からはス
イ
スの七大
民族博物
館を含め、
スイス
に保
存さ
れて
いる
すべ
てのア
イヌ民
族資
料コレク
ション
の体
系的
なカ
タロ
グを作
成す
るプ
ロジ
ェ
クト
に従事し
始めた
[U包-5・叶ち3M
gω
ロ色2・叶戸gg
N g 印 〈 近 刊
〉]。
この
調査は
一九世
紀末と
二O
世
紀前半
に日
本へ行っ
た多
く
のス
イス人旅
行
者に
つい
て徹底的
に調査
するまた
とな
い 機会を
提
供した。
もっと
も
興味深
い成
果の
一つ
はホル
ナl
に関する多
く
の情
報を
発見した
こと
である。
彼は
アイ
ヌ
の人びと
に出会
った
最初
のス
イス人
でもあ
ったので
ある。
その
ときま
では、
ホル
ナーはも
っ ぱら
科学史
の分
野で研
究さ
ホルナ一、 ア ン ベール、 そしてその後
れていた
[ 宮
ロヨ25と2
5g]。
二O
O四
年四月に私はチ
ュl
リヒ大
学民族博物館
の新
しいス
タッフ
に
選ばれた。
博物館
の廊
下には、
ヴイ
ン
ター
トゥ
lル出
身のダ
lフ
ィット
・ズ
ル
ツア
ーが
描いた
ホルナ
lの
大き
な油絵肖像
画が展示さ
れ
てい
た。
その
ことが
私に、
さらなるホ
ルナ
lの文
書が
存在する
可能性を絶えず思
い起こさ
せてい
た
。
多
くの調
査の後
、
偶然
の幸
運によ
って
、
また、
学芸
員マ
ルテ
イン
・ ブラ
ウン
( テ イ ベ ッ ト
・ヒ
マラヤ
・ 極東部
門 )
の援
助の
おかげで、
二O
O
四年
七月にそれ
らを発見を
することがで
き
た[
荒田
NO S - 佐 藤
N GC-品
]。
ホルナ
ーの
航海
後二OO
年 し
て、
一三
一一枚
のス
ケッチ
、
デッ
サン、
水彩画、
地図などが入
っ た書類入
れを見
出
した
の
であ
る。
一O
三枚
はクルl
ゼン
シユテ
ルン
の世
界周航探
検中に制作され、
その
う
ちの二
O枚は長
085 
崎に関
係し、
二九枚
はヨーロ
ッパ
とスイ
スに関
するも
ので
あ
った。
086 
コレ
ク
ション
のな
かには
、
ユーモ
アを込め
てラク
スマ
ンの
文
書を明らか
に暗示す
る小さ
な手紙を
手
にする
レザlノ
フの
カリカチ
ュ
アさ
え含まれ
てい
るが、
さまざまな
角
度か
ら拙か
れた
長崎
湾
と町の風
一八
O五年二
月
六日の
日付をも
っ、
和紙
でつ
く
られ
た日本最初
の熱
気球飛行
がた
いへ
ん正確に
拙かれた場
面
がある
(口絵5 参 照 ) 。
それは
フラ
ンスの
モ
ンゴル
フイ
エ
兄弟が最初
の軽
気球飛行
船を発明
景や、して
か
ら二二
年
後の
こと
であ
った。
この気
球は
レザlノ
フの
駐
在地で
科学者
ゲ
オルク
・
ハイ
ンリ
ヒ
・
フォン
・ラ
ング
ス
ドル
フ(一
七 七
四1
一八五
二)
によ
って制
作さ
れたが
、
町の方
向に飛
んで
いき
、
墜落し
て燃
え上
がった。
日本
人たちはそ
れが
火器
だと信じ
て、
ちょと
した事
件を引き
起こし
たFE怒号忌
HS
ω
NOMINa
-ホ
ルナ
lの絵
画はそれ
ぞれ貴重な情
報
に溢れ、
文書
による
情
報、
ティレ
ジウ
スによ
っ
て作成
されたほか
の絵
画、
ある
いは
一八一
四年に出
版された探
検の素
晴ら
しい
探検図解
書にある銅
版画と
の関
連を指摘
できる
。
しかし、
このホルナ
lの
コレ
ク
ション
か
ら新た
な
いくつか
の疑問が
生まれ
てお
り、
探検
のあいだに
描
かれたすべ
てのオ
リジナル
のスケ
ッチ
や
絵画を徹
底的
に再
吟味す
る
必要がある。
幾人
かの
武
官たちが探
検中に
図版を作成
し、
お互
いの
絵
をコ
ピ
ーしたり
、
交換
しあ
っ
てさえ
いる
ように
みられる
。
たとえば、
長崎の出
島を
描いた
一枚の水
彩画は
フラ
ンス
語で題
銘が書か
れ、
フェ
ド
lル
・ロ
ンベ
ルク
中尉
の署
名が
なさ
れて
いる
。
ホルナ
lが日本から持
ち帰
った品
々が
、
チュl
リヒ
大学民族博物館
の
コレ
ク
ションの
な
かに
必ずや隠され
ている
に違
いな
く、
それ
が発見さ
れ、
さらに
ホルナ
ーへ
の調
査が
進められ、
実りあ
る
成果が生
まれるに
違
いない
。
太平
洋の島々、
カムチ
ャツカ、
日本、
中国、
そして
そのほかの
地
域に関
す
るすべ
て
の画
像は、
ヨーロ
ッパとロ
シア
に散ら
ばって
いる
クル1
ゼン
シユテ
ル
ン探
検
隊のものとされる
図像
コ
レクシ
ョ
ンと
比較
研究
の方
法
を用
い
て研
究調査さ
れるべ
きで
ある
[印OEEd自己塁。
ホル
ナlの水
彩画
の複
製画
( 口絵1参照
)は、
当時
のス
イス連
邦大統領
ジ
ョゼフ
・ダ
イスが二O
O四
年
一O
月、
日本を公式訪問し
たお
りに、
天皇陛
下と小泉
総理大
臣
に手渡さ
れた
[Z者N8
A]。
油絵
のホルナ
l肖像
画と彼が日
本を柿
いた
絵画
の複
製は
二O
O五年
日本
国際博覧会
「愛
・地球博」
におけ
るス
イス
・
パビ
リオ
ンの
入
口に展
示される
。
また、
チュl
リヒ
大学民族博
物館館長
ミ
ハエ
ル
・ オl
ピ
ッツ
氏は
二O
のネグ
レッテ
ィ
・ ザンブ
ラ商会
に一廃
われ、
極東に派
遣さ
れ、
一八
五九年
から六四
年にかけ
て日
本
の写
真
ホルナ一、 ア ン ベール、 そしてその後
O七年にチ
ュl
リヒに
おい
てクルl
ゼンシ
ユ
テルン
探
検隊
の
特別展を組織す
ること
を決定
したが、
その
こと
をここに
初め
てお
知らせ
できる
ことを喜
びとした
い。
第二
の重
要な発見は、
イギ
リス人作家
で、
一九
世紀
東アジ
アの
写
真の研
究者
である
トレ
ンス
・ベネ
ツ
ト氏
によ
って二
OO四
年八月になされた
。
ベネット
氏は日
本写真史に
おい
て幻の
写真家
としばしば
いわ
れた
人物
を誰だ
か特定すること
に成功した
。
ピエ
l
ル・ジ
ョゼフ
・ロ
シエ
(一八
二 九1
七二)は
ロン
ドン
を撮
った最初
の
商業写真家
であ
るこ
とはすで
に知ら
れていた
。
さらに
、
彼は日本における写
真技術
の発
087 
展に
重要な役
割を演じ、
日本
の写
真 草 創
期のパ
イ
オニ
ア上野
彦
馬へ
コロ
ジオ
ン混
板写真
の技
術を教え
て
088 
、a'
-o
b
ナ人
ロシエ
はフラン
ス人と信じ
られ、
彼
の生涯
と作品
に関
す
る情報はほ
とん
どわ
からなか
ったが、
べ
ネット
氏
はロシエ
が実際は
カントン
・フ
リ
ブl
ル生
まれ
のス
イス人
である
こと
を明
らかにした
[N G E 。
ロシエは
一八五九年
にホル
ナlに
次い
で日
本に
来たス
イス人
であると今やみな
すこ
とがで
きる
カ王
一八
七二年
にパ
リで
亡く
なり、
スイ
スではほと
んど
完全
に忘れ
去ら
れていた
。
日本
で探影さ
れた彼
の写
真はスイス
の
コレ
クショ
ンに
は
一 枚も見出
されず
、
第二
次世界
大戦中に破壊さ
れた
ロン
ドン
のネグ
レッテ
ィ
・ザンブ
ラ商会
でも
発見され
てい
ない
。
しかし、
一八
六O年
一 O月一
二 日 付
の
『タ
イム
ズ』
紙に
次のよ
うな
セ
ンセ
ーシ
ョナ
ルな
記事が掲
載
されて
いる
。
日本
から
の
写真||
この興
味
深い
国の
風
景を写し
た好
奇心溢れ
る珍し
い
写真
や日本部族
〔原 文
のま
ま〕
の習
俗
・風
習の例
証と
なるよう
な写
真
||それらは
ロン
ドン
のネグレ
ツテ
ィ
・ ザンブ
ラ商会
に
よっ
て派遣さ
れた
特別な芸術
家によ
っ
て撮
影されたも
ので
、
おそら
く水曜日にサウ
サンプト
ン港に
到着
する
であろうペ
ニン
シユ
ラ・
アンド
・オ
リエン
タル
会
社の汽
船
セイロ
ン号でもたら
されるであ
ろ 、 っ 。
[図。ロロ2NCCA]
日本に関するネ
グレ
ッテ
ィ
・ザンブ
ラ商
会の
たい
へん
珍し
い写
真シリー
ズ
は二五1三
O枚程
度から構
成され、
一八
六一
年にイギリ
スで出版されたと、
ベネット
氏は考
えて
いる
。
それは驚
くべき
こと
にそれ
らの写
真
がロ
ンドンに
到着
した知ら
せから
一年
後の
こと
であ
り、
その
後にそ
のシ
リーズ
の写
真から八枚
ロシエ
の記
憶はスイス
には残
って
い
ないよ
うに思
えるが
、
彼が日本に関し
て残し
た唯
一 の記
録は彼
の写
真であ
り、
それら
はベネット
氏の近
刊書
でまも
なく
発表さ
の銅
版画
がはじめ
て出
版されたG
E 5 5 2 1
れる
であ
ろう
。
初期のス
イス人旅行者は東イ
ンド
会社
で働き、
日本
の品
々をい
く
らか
残し
てくれたが、
一九
世紀
には
ホルナ
ー
やロシエが
日本
へ
の新
たな
る接
近を
試
みた。
ホル
ナー
はま だ外国
の探
検隊
を頼
りにして
いた
が、
ロシエは
契約
のも
とで
一 本立ちした
写真家
として、
また
日本にお
いて
は契
約社員、
また
フリ
ーラン
サー
として
働いた
。
両人
は画
像だ
けを残し、
日本像
の
部分的
な紹介を
果
たした
。
ホル
ナlは
私的にそ
の素
材
を示し
ただけであ
った
。
ロシエは
短期的
ではあ
った
が、
広く国際的な影
響を与え
た。
日本
につ
い
て複合
一九
OO)
とスイ
ス時計組合
によ
っ
て日本に派
遣さ
れた。
スイ
スのため
に通
商協定
の交
渉を
しようとし
ホルナ一、 アンベール、 そしてその後
的か
つ 有意義
な記述
をみるに
は、
江戸時
代のまさに
末
期にア
ンベl
ルが
帰国
するのを
待たねばな
らな
い。
工メ・
アンベ
ール、
初期の
スイス
人東洋
学者フ
ラン
ソワ
・トゥ
レティ
ー二、
および
彼の友
人レ
オン・
メーチ
ニコフ
一八
五九
年、
プロイ
セ
ン人ルドル
フ・リ
ンダ
ウ E E E E ロ s a ・ 8 1 8 ]
がエメ
・アンベl
ル
(一
八一
九1
た彼
の最
初の
試み
とスイス
に送
った
彼の
報
告書
は日
本へ
のエメ
・アンベ
lル使
節
団(
一八
六 三i
六四)
を
組織す
ること
に役立
った
。
ここ
では
アンベl
ル使
節団の組
織や歴史に
つい
て
はふれな
い[
切 出 2 一 2
5g
089 
5052FSE門NDD
品を
参照]
。
むしろ、
しばしば
過小
評価さ
れて
いるアン
ベl
ル
のパイ
オニ
アとし
ての
役
割を
090 
検 討
した
い。
彼は
主要著書
[ 5 8
]と
コレ
クシ
ョ
ンを
通じて日
本の
新し
いイ
メージ
を流
布さ
せ、
同制吋合EMnh叶
J V ' 」
阿 ロ ド
4b t
ιuu
'u
フラ
ンス
語圏
スイス
の企
業家た
ちを
日本に向か
わせ
ること
を推し
進めた
の
である。
日本からス
イス
へ帰
る船上
で、
アンベ
lル
はホル
ナl
峰に気づ
き、
それをあ
る手紙に手
短
に書
いてい
る
こと
は興
味
深い。
こ
の時代で
もスイス
とオランダ
の密
接な接
触
はま
だ続
い
てお
り、
スイ
ス人は
オラ
ンダ
人の
延長線上
にい
るとみなさ
れて
いた
可
能性がある。
その
こと
は
アンベl
ルが
ま
ず第
一には使
節団を組
織す
るとき
に、
ま
た、
一八
六四
年二月六日に
初め
ての日
瑞条約
に
アンベl
ルが
署名す
る最
後
の段
階ま
で助けと
なった
。
使節
団が日本
を去
った後に、
日瑞関係
の新
し
い時代を
迎え
ること
になる
。
スイス
の時
計製造者や輸出
業者、
織物貿易商、
産業
の進ん
だスイス地
域から
の旅
行者が
日本
に押し寄
せ、
また外
交活動も始ま
った
。
不幸
にも、
江戸
末期と
明治初期
のス
イス人
の日
本滞
在に
関する資料は少なく
、
詳細なも
のもな
い。
アン
ベール使
節
団の
一員と
してや
っ
てきたジ
ェl
ム
ス・
フア1
ブル
Hプラ
ン
ト(
一八
四一1一九
一一
一一一
)や
函館
の
最初
のス
イス人副領
事ア
ンリ
・ピ
エl
ル
・ヴ
lヴ
(一
八六四1六八
在職
)の
よう
な人を
はじめ
として
、
大
部分
の人
たちは多
くの記
録を残さ
なか
ったEEE
HS
∞
笠8
]。
興味深
いこ
とに
、
この両
人
はアン
ベl
ル同
様に時
計生産地
域と
して
有名
なカ
ントン
・ヌシ
ャテ
ルに
生まれ、
日本でな
く
なって
い
る。
ヴ1ヴは
一九
世紀
中(
一八
七O年
)に日
本で
死ん
だ最
初
のス
イス
人で
、
彼のお
墓は横
浜外国人
墓地にある。
武内 氏
はヴ
lヴ
を
フラ
ンス
人と
し
てい
るが
[忌忽で
この間
違い
は彼が
日本在住
の
フラン
ス
人コ
ミュ
ニテ
ィと
緊
密な関
係を
結んで
いた
こと、
また、
スイスか
ら求められ
る領
事臓
の仕事が少
なか
っ たために、
副職を探
し出さねばなら
なか
っ たこ
とか
ら説
明できる。
主としてビ
ジネ
ス体験がス
イス人
を日
本へひ
きつけ
た。
スイ
スで
のこの時
期に関
する最
近
の研
究はほ
とん
どド
イツ語圏スイス
の研
究
者によ
っ
てなされ
、
経済
・ 商業的発展
の分
野
へ強く方向づ
けら
れている
。
問題
はスイ
スにお
い
て漸
進的に形
成された日
本像
の複
雑な
現象を分析
するため
には、
どの
ようにし
て人
類学者が有
意義な資料を
みつ
けるこ
とがで
きるか
である。
それには、
まず
第一
に
、
個人
レベ
ル
で日
本から持
ち帰られ、
親類や友人と
いっ
た限られた
サー
クル
で広が
っ た知
識
や直接
の情
報に
よっ
て動かさ
れる原
動力と資料、
それ
にイ
メージ
や描写と
いう
四つの
代的に整理した
重要
な文
献
目録を出版し
ている
。
それによ
ると、
日本
への
関
心が
展開する
なかにさ
まざ
ホルナ一、 アンベール、 そしてその後
重要な要
素を区
別しなけ
ればならな
い。
次に
旅行者
によ
っ
て出
版さ
れた記
事、
三
つ目
には記
録媒
体から
の情
報、
最後
に周辺諸国か
ら受
けるあら
ゆる
影
響、
流行、
受容
である。
また、
イメー
ジと
いっ
ても
経済
的・
学問的、
そし
て
一 般的なも
のを
区別
すべきで
ある。
この点で
一九六四
年に出版された本
(百年祭委員
会編
)は
豊か
な情報を提供し、
スイ
スが日本に関わ
って
いっ
た歴史
的展開を理解
する
ことを助け
ている
。
ヒユル
リマン[
雪印
81
お]
もスイス人作
家による
、
ある
いは
スイ
スで出版された日本
に関する著
作の年
まな
潮流
があ
った
こと
がわかる。
一八
六
七年に将軍の
弟 徳 川 昭 武
に率
いら
れた日
本使節団
の最初のス
イス公
式訪問
[ E E E l - 念 、
中
091 
井、
二八
九1三O
一t 具]と
一八七三
年の岩
倉使
節団来瑞は、
スイス
国家
の日
本
への関
心を特別に高
め
はしな
092 
かった
。
日本
に関
心を寄せ
たスイス人
は外国
の情
報源や影
響
をあてに
して、
隣国
に出向き、
自分
たちの
研究
に注目させ
たり
、
日本語
を習
っ たり
した。
アンベl
ルは
彼の本
をパリで
出版した。
日本は
一八
七O
年代以降団体より個
人のレベ
ルで
一定の魅
力をも
って
いた
が、
日本に対
して公
の熱
心な注目が
そそがれ、
日本芸術
の私
的コ
レクシ
ョ
ン化
が進み、
最初
の意
義深
い展覧
会が開
かれるには
一九三
0年
代
を待たねば
ならなか
った
。
これ
はヨー
ロッ
パの
潮流
に
比べ
遅い
もので
あった
。
私的な、
またビ
ジネ
ス上
の経
験頻度
が増
した
にもかか
わら
ず、
世間
では
つね
に弱
い反
響し
か見出されず、
政府当局か
らも低
い支持
しか得ら
れなか
った
。
私の
研究
の関
心は、
アンベ
lルと、
彼の使
節団
の仲
間や彼
の後
継者に
よっ
てスイスにも
たらさ
れたも
のが
何であるか
を調
査する
こと
である。
日本に関する
コレ
クシ
ョ
ンがヌシ
ヤ
テル民
族博物
館には数
多く
ないこ
と
を見
出した
(六
OO
点以下。
もっと
も重要な
コレ
ク
ション
はベ
ルンに
六OOO
点以上、
バl
ゼルに
七 0
0
O点
あまり集中して
いる
)0
日本
から
持ち
帰られた資
料は
三j四世
代問、
家族
のあいだ
で保持され、
珍重
されると
いう
地域的
パ
ターンを
確認
できたが、
そのために
日本か
ら帰
った
すべ
て
の時計
貿易商
が果
たし
た役
割を評価
する
こ
とは難
しい。
アンベ
lル
でさえ
ヌシャテ
ル
に日
本に関
す
る遺産を多くは残
さなか
っ
た。
彼は
日瑞関
係を推
進した
影響
力ある主
要人物
であ
った
と
いう
より、
むしろ
政治的
なキ
ャリア
とヌシ
ヤテ
ル大
学
(当時
はアカデミー
と呼ばれ
てい
た)
にお
ける
役割
の
ゆえ
に記憶され
ている
。
アンベ
lル
使節団
一四
O周
年を祝う記念行事は
二O
O四
年には
ヌシャテ
ル
では
組織されず、
かわりにチ
ユ1
リヒ
でおこな
われた
5 5 g I V E 5 自
のEEUR
口問
。。ョヨqS
N D 白 色
。
アンベl
ルは
最初に
一八六六
年か
ら六九
年のあ
い
だに
雑
誌『
世界
一周
」
誌に
、
つい
で一
八七O
年に
二巻
本で、
彼の日
本旅行
の印
象を出版
したが、
きわめ
て印象
的な結末は、
その後
アンベ
lルが
急速に
日本に無
関心と
な
った
ことで
ある。
彼の
本は
一九世
紀末ま
で日
本文化を
発見する
一種
の手
引書
とし
て役立
って
い
たよ
うにみえるが、
アンベ
lルは
日
本へ将来赴く貿易
業者を
訓練す
る
のに
役
立つ学
問的な
「日
本学」
を奨
励
・振
興す
るチャ
ンス
を逸し
てしま
った
。
しかし、
このア
イデ
アは
後にな
っ
てス
イスに
おける
地理協
会
の成
長と
ともに
一八八
0年代に流行しだし
たが、
主
とし
てヨ
ーロ
ッパ
列
強の
植民地へ旅立
った
めの
準
備と
して考えられ
てい
たので
あった
。
のイラ
ストを
つく
った
。
アンベ
lルは
このコレ
クシ
ョ
ンを
自
分のため
に保
持した
り、
ヌシヤテ
ル
の町に
ホルナ一、 アンベール、 そしてその後
視覚資料
からも
っと
日
本に
つい
て学ぼうとする
一八六三
1六四
年の
アンベl
ル
の戦
略は最近パ
レミに
よって
叙
述・論
議さ
れている[
E3F
Mg
ω81
巳]。
図像を
通じ
て
日本
を紹介したり、
説明
した
りす
るた
めに、
膨大な
日本
の印
刷
物や
フ
ェリ
ーチ
ェ
・ベ
ア
トによ
っ
て撮
影された
写真をど
のよ
うに手に入 れ、
収
集した
かを
アンベl
ル自
身が
説明し
て
いる
。
この
早い時
期の
人類学的研究
法は
六六OO
枚を超え
る日
本
の図
像に関する膨
大な収集を生
んだ。
パリ
の芸
術家
たちはそ
れら
を利用
して、
彼の
本に
載せ
る四七六
枚
寄贈
するかわり
に、
一八
七一
年頃
にその全
部を
ジ
ユネ
lヴ
の富
裕な家柄
の出
身者
で、
スイス人最初
の中
国研究者、
かつ
日
本研究者
で
ある
フラン
ソワ
・トゥ
レティ
lニ
(一
八四五1
一九O八)
に譲
り渡
したか売
093 
片で
却し
たのだ
った
[忠『3ニ
S由]
。
094 
トゥレテ
ィl
ニは
日
本へ旅
行し
たこと
は
なか
ったが、
アンベl
ルが
日本にお
い
て外交的
・経済的使命
を達
成したち
ょう
ど同じ頃
に、
中国語と
日本語を学
び始めた。
最初彼は宣教
師の
ヨ
セフ
・グリ
エ
ルと
と
もに
一八六
五j
六六
年に
ロlマ
で中
国語を学
び始めた。
その
後パ
リで五
年間
を過ご
し、
スタ
ニスラス
・
ジユ
リア
ンとレオン
・ド・
ロスニ
のもと
で中国
語、
満州語、
日本
語を
学んだ。
一八
七一
年に彼はジ
ユネ
ーヴに
一炭った
。
伝統的な古典研
究
に従事し続け
ること
を望んだ父
親の意に反
して
、
また、
他の研
究者た
ちがま
ったく関心を示さ
なか
った
に
もかかわら
ず、
漢字や
ひら
がな
文字を扱え
る印刷所を
立ちあげた。
彼は二
つのコレ
クシ
ョ
ン、
〉gc自由
。5白
[八巻
本 、
一八
七三1八
一年〈
第l巻は
『平家物語
』〉]
と
切白口
内 乱 t
gc
[五巻
本、
一八七=7九四年〈
晩採草
〉]
を作り出
し、
ジユ
ネlヴ、
パリ
、
ロン
ドン
で流
布させた。
ロン
ドン
では自
分
自身
の著
作や有
名
なオ
リエ
ンタリ
スト
の著
作を出版
したが、
それらはおもに
日本語や
中国語
の
原典を
つ
けた翻
訳書
であ
った
。
彼がとくに好ん
でい
た分野は古代
史で、
たとえば、
「平家物語』
のなか
の
一章
を
初
め
てヨ
ーロ
ッパ
の言
語に
翻訳
したし
、
歴史
家、
頼山
陽 (
一七 八
0
1
一八
一一 一二
)の
『日本
外史』
や柳亭種
彦(
一七 八
三i
一八
四二)
の歴
史小
説を翻訳
した。
トゥ
レテ
ィl
ニは
翻訳に
あた
って
ジユ
ネlヴ
に滞
在し
てい
た日
本人
の助
けを得た
が、
その日
本人
に
つい
ての
手がかりはま
った
くな
い。
一八
七二
年からト
ゥレ
ティl
ニは中
国人を
一人
雇い、
彼のシリー
ズ本の編
集
・印刷
を助け
てもら
った
。
この人
は
一八七
六年頃
にジ
ユネl
ヴ市
民権を獲
得した最初
の
中国人と
なった
[320ニ
S色
。
まさに同
じ年に、
トゥ
レテ
ィlニ
はこ
の賂のよ
う
な編集事業
に取
り
組ん
でくれる第二
の人
物と出会
った
。
ヨー
ロッ
パ
における最
初の日
本
研究者
の
一 人に位
置づ
けられ
るレ
オン
・メ
ーチ
ニコ
フ
で
ある[
」邑
HS印]
。
ロシアに
生ま
れたメl
チ
ニコ
フ (
一八
三 八1八八、
彼の名の意
味は
「太刀持ち」
である)
は、
一八
六四
年に
ジユネ
lヴにや
っ
てきて、
一八
七二
年以降
トゥレテ
ィl
ニと
一 緒に
日本語を
学び始め
た。
彼は偶然に後
の陸
軍大臣大
山巌に出
会
い、
フランス
語を教
える
ように頼まれた。
その
後メ
lチ
ニコ
フは
一 八七四
年に
来日し、
東京外国語学校で
ロシ
ア語
、
数学、
歴史を教
えた。
病 気
の
ため
一 八七六
年ジ
ユネ
lヴに
戻り、
同年
トゥレテ
ィ l
ニの
シリーズ本のなかで日
本に
関する
出版を
始めた。
一八
七七年に
二人
は
『極東
古
田
語学
・民
族学
・歴
史
学選集
』 (
町 同 K
守皆同町
o b .
2汁
52巴
号
E hE M 2 5 ・
h「句作
bb
D 時 告 』 昂
町内
九百
み 吉 見
)とい
う
しかし、
一号
の
み出版
されただけで、
メl
チニ
コフ
は
『日本
帝国」
と題
する本
の編
集を
始めた。
この本
ホルナ 一、 ア ン ベール、 そしてその後
評論雑誌
を刊
行する
計闘を練り上
げた。
ダス
ター
ヴェ
・シ
ユレ
lゲルと
アンリ
・コ
ルデ
イエ
が
評論利誌
『通報
』3
05同
志O]
を創刊し、
一八
九O年に
ライデ
ンの
eフリル
社か
ら出版する
二
二年前
のこ
と
であ
る。
は一八
八一年
にト
ゥレテ
ィl
ニに
よって
印刷
された。
驚くこと
に
コルデ
イエ[
広 志
おんω
]は
一 八八二
年
に『
極東評論』
とい
う
類似した
タイ
トルの
評
論雑誌
を創刊
したが、
彼は
「日本に関
し
てこ
れま
で書かれ
たも
っ とも
興味
深い二
冊の本
は二人
のス
イス人作
家ア
ンベl
ルと
メl
チニ
コフ
の
もの
である。
後者は
ロ
シア
人で
あるが
、
ヌシャテ
ル
の教
授であ
った
」
こと
を強
調し
ている
。
この
ような後
の評
価は、
スイス
にお
いて
「日
本研究者」
である
こと
が容
易ではなか
っ た事
実を
あら
095 
わして
いる
。
それ
ゆえ、
メ1
チニ
コ
フは日
本学
の動
向を追うた
めに
フラ
ンス
へ、
たとえば、
リヨンで
096 
一八
七八
年にお
こな
わ
れた第三
団地方
オリ
エ
ンタリ
スト
会議に出かけ
ている
。
一八
八二年
から彼は
フラ
ンス
の有
名な地理学
者エ
リlゼ
・ル
クルス
の秘
書と
なり、
モン
卜ル
lに
近い
クラlレ
ンス
に
定住し、
レー
クルスの
『新世界地
理学
』
のなか
の日
本
とア
ジア
に関
する数
章に貢
献した。
たい
へ
ん興
味
深い
ことに
、
彼は
一八八三
年に
ヌシ
ヤテル
・アカデミー
の比
較地理学
の教
授
とし
て採用され
ている
。
私の
考え
では、
おそらく
ア
ンベl
ル
の推
挙があ
った
からだと思われる。
そこ
で彼は、
授業
の中
心題目
としてでは
なくと
も、
学生
たちに日
本に
つい
て教
えていたこ
とはま
ち
がい
ない
。
彼は
一八八五
年の
ヌシャ
テル
地理協
会創
設者
の
一人であ
ったが、
一八
八八
年に結
核に冒され、
五O歳
でな
くな
った
。
彼は
学問的地位
にある唯
一
の有
能な人
物
であ
り、
学問的
レ
ベル
で日
本研究
に
一定
の原
動力
をもたらす
可能性を
も
って
いた
が、
あま
りに
早く姿を
消し
てしま
った
。
トゥレテ
ィlニ
は先見
の明
ある人
物で、
多少時
代に先ん
じて
お
り、
日本に興
味をも
っ多
くの人
びと
が彼
の
とこ
ろにや
っ
てきたが
、
それにもかかわ
らず、
彼の出
版物
の部
数
・影響を評
価
する
こと
は難し
ぃ。
トゥレテ
ィl
ニが
資料を
入手した
一八
七一
年から絶
頂の時
期である
一八
九四
年ま
で
アンベ1
ルの
資
料を
どのよ
うに扱
って
いた
かは
いま
だ謎に満
ちて
いる
。
トゥレテ
ィ
!ニは
一八九四
年九月三
日から
一一
一
日のあい
だにジ
ユネ1ヴで聞
かれ
た第
一O
回国
際オ
リ
エン
タリスト
会議に参加し
た。
その
聞に彼
が自分
の出
版物を宣
伝
してい
ること
はわか
って
いる
が、
矛盾する
ことに
同
じ年に出版
をき
っぱりと
中断し
てい
る
コル
デ
イエロ
∞定
NH]
や会議を論評し
ている
ほか
の著
者の記
述から
EceE55
53
合を
見よ]、
ト
ウ
レテ
ィl
ニが
九月二
日から
一七日にか
け
て会議に並行
する
イベ
ント
とし
て日
本美術
の最
初
の意
義深
い展
覧会
をスイス
で間
違い
な
く組織
した
こと
がわかる
。
日本
の竹
細工と竹に関
連
する
品々
の展
覧会
がチ
ュl
リヒに
おいて
一 八九三
一年
と九
四年
の二
度
開催さ
れたこと
は興
味深
い。
その
コレ
ク
ション
は一
八九
O年以
降スイス絹
取引
商の雇い人で
あったハンス
・シ
ユ
ペリ
によ
っ
て収
集
されたも
ので
ある
EBE
N D S
UN
∞] 。
一八
九四
年の展
覧会は
六月
一五
日か
ら一O
月一
五日まで開
催された
けれども、
会議中に言及
されること
はなか
った
。
トゥレテ
ィl
ニは
アンベl
ル
・コ
レク
ションの
一部
を
「ア
テネ」
と呼
ばれるジ
ユネ
lヴ
の有
名な建物
会長
でも
あっ
たア
ルテュ1
ル
・ド・
クラパ
レー
ドは、
一八
八九
年に自身で
日本を訪れ、
日本
につ
いて
書
ホ ル ナ 一 、 ア ン ベール、 そ し て その後
のなか
の地
理協
会の
ため
に確保され
てい
た部
屋で展
示
していた
。
トゥレティlニ
の友
人で
、
地理
協会
の
いている
が、
アンベ
l
ル
・コ
レク
ショ
ン
の展
覧会
はきわめ
て珍
しく、
コレ
ク
ション
は
大量
の日
本の傑
作、
「評価
できな
いほ
ど貴
重な
宝物」
を含ん
でい
る
と述べ
てい
た。
また、
クラパ
レードは
このコレ
ク
ション
がその価
値に値
する
ほど
に
は賞
賛さ
れ
てい
ない
こと
を残念が
って
いる
。
そのう
え、
コレ
クシ
ョ
ンが
フォ
リオと三六
二セク
ション
に
わけ
られ、
三六六
八品目からな
って
いる
と、
彼は正確に記し
ている
。
トゥ
レティlニ
の死
後、
彼の家
族は、
彼が莫大な
金額で購入した
中国と
日本の書
籍の膨
大な
コレ
クシ
ヨン
をジ
ユ ネlヴ
の図
書館
に寄贈したり
、
売却
したり
せず
、
一九一
四年
にパ
リでオークシ
ョン
にか
けた。
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スイス最
大のアジア
関
連蔵書
の散
逸は
たしかにジ
ユネ
lヴに
おける中
国
・日本研究
の勃
興に
不利に働
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zu
し
ナ ム
アン
ベl
ルのコレ
クショ
ンは
姿を
隠したが、
ほほ
完全な形
で
一九
三二年
にマ
ルセ
イユ
のルイ
・ラ
フィ
ット
量一目
白の
カタロ
グに
あらわ
れた。
「エメ
・アンベ
1
ルのコレ
ク
ション
」
と示されたも
のに
は、
』ま
ぼ三五
OO
品目、
二一
フォリ
オの
なかに八O八
の絵
、
二五
一五
の日
本語印刷物、
一八
O
枚の多
色石版刷
りの
絵や
地固
など
が含ま
れていた
。
私が知る限
り、
買い
主はまだは
っきり
と
は特
定され
ていないが
、
ア
ンベ
lル家の
一員がす
べ
てを
取得し
たと
いわ
れて
いる
ZEZSN]
。
ヌシャ
テル民
族博物館長、
ジヤン
・
ガビ
ユに
よっ
てしるされ
てい
た記
録によれば
、
コレ
ク
ション
は
一九四
七年
頃ヌシ
ヤテル
の古
物商
のも
とに
再び
あらわれた。
ガピ
ユが
一九四
九年
にアン
べl
ル
・コ
レクシ
ョ
ンを
購入
したか、
博物館
への
寄贈
を受け
たかした
のだ
ろう。
一九
五O
年の
博物館報
告で、
彼は大雑把に
コレ
ク
ション
が一
六フォリ
オにわ
けら
れている
と
書い
て
いる
。
一九
七0
年代
にこ
のコレ
クシ
ョン
を
担当した最
初
の学
芸員である
ロlラン
ト・ケ
lル
の記
憶によれば、
それは悪
い
状況
で保
管さ
れ、
いくつか
の品
目は博
物館
内で
盗まれ
てい
たら
しい
。
それはたと
えば、
浮世絵
がな
いこ
と
から
推測されうる。
もう
一度注意深く照合さ
れるべ
きである
が、
パレ
ミ[
N8ω
ミ]
は二
六ゴ二
品目を確認し
ている
。
結果
として、
五フォリ
ォ、
ほほ
一 O三
七品目が
失わ
れてい
ると結
論される。
ヴアイへ
[HSN
]は
チュ
lリヒ
のオーク
ショ
ンでア
ンベl
ル
・コ
レクシ
ョ
ンの
一部
を確認する
機会に恵
まれた。
以前
の所
有者
はエメ
・アン
ベl
ルの
孫娘
であ
った
。
この
事実か
ら二
つ
の異
な
っ た仮
説
を立
てら
れる。
おそらく
ア
ンベ
lルは
、
トゥ
レティl
ニにコレ
クシ
ョ
ンを
譲
っ た際に、
若干
の日
本の絵
を手元に
残し
てい
たか
、
マル
セイユで
の入
手か
ら最終
的に
ヌシャ
テル民
族博物館
に落
ち着くま
での
あい
だに、
ア
ンベ
1ル
の子
孫が選
びぬ
い
た品
目を保持し続
けた
のか
もしれな
い。
博物
館では
コレ
ク
ション
は
研究され
かわなベきょうきい
ても
いな
いし
、
完全な目録もな
い。
今日ま
で河
鍋
暁斎
(一
八
三一
1八九)
の手になる
一三作品の
みが
間違
いな
く確
認され
冨EZ
HSN]
、
一作
品は日
本で出
版された暁
斎選
集に収めら
れている
。
このコレ
クシ
ヨ
ンに
は、
江戸
時代
末期に東
京
近辺
の市
や本
屋で
手に入れられ
た文
書資料、
木版画、
印刷本
の
一部
、
それ
に水
彩画が含ま
れている
。
ヴァl
グマン
のよ
うな外国人
の作
品
やフ
ェリ
ーチ
ェ
・ベ
アトの写
真は直
接彼
らから
手に入れたも
ので
あろ
う。
た情景
から
できる限
り多く
の情
報を得ょう
とした
の
である。
アンベl
ル
・コ
レ
クショ
ンはい
くつ
かの
観
ホルナ一、 ア ン ベ ー ル、 そ し て その後
美術史
の観
点か
らみ
れば、
このコレ
クシ
ョ
ンは
後で見る
ように目
利き
によ
っ
て集
めら
れたも
ので
はな
く、
アンベ
lルが
日本社会
に
つい
て書
く計画
を立
て
て集めたも
ので
、
彼は
これ
ら
の美
術的価値に気づ
い
てい
な
かった
。
彼はそれら
の画
像を本
来
の主題
表示に従
って
系統立
て、
彼が日本に
いる
あいだに
捕かれ
点でき
わめて興
味深く、
学際的方法
で
注意深く研
究され
るべ
きだと個人的に
は確
信
して
いる
。
重要な観
点は彼
の本に
ある
銅版画が
これらのオリ
ジナル
の材
料か
ら編纂
され、
解釈
された
こと
である。
それらは
スイス
とヨー
ロッ
パ
の幅
広
い階
層にわず
かだが
いま
だ
に存在す
るま
ったく
想像上
の
日本像を作り上
げる
のに
間接的
ではあるが
重要
な役割を
果た
したから
である。
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アンベ
lルは
彼
のコレ
クシ
ョ
ンをトゥ
レテ
ィl
ニに
委ね
たが
、
この
事実は、
彼が
コレ
ク
ションの
将
来を心配し
てい
た
たし
かな表れ
である。
スイスに
おいて
日本美術
の価
値ある
展覧会
が最
初
に開
催された
一八
九四
年と、
日本
のドイ
ツ東
洋文化研究会
(OAG)
でア
ンベl
ル
の小
展覧会
が開かれた
二O
O四
年ま
での
アンベl
ル
・ コレ
クシ
ョ
ンは
完全に忘れ去
られて
いた
。
しかし、
今やこ
のコレ
クシ
ヨ
一0
年間、
ンを
詳細に研
究す
べき
時が
来て
いる
。
フラン
ス語
圏の
カン
トン
・ ヌシヤテ
ルはいわ
ばそ
の存
在自身
のな
かにスイ
スと日
本の複
雑な関
係を
映し出し
ている
。
日本と
の制
度的紳を
深めうる機
会
を逃したり
、
つか
の日
本コレク
ション
の不
思議な運命に
も出会
って
いる
。
その
後の
出会
い
マヨ
|ル家
の物語
とコン
ラッド
・
メイリ
一九
世紀
と二O
世紀
のあいだ
の変
選を手
短に吟
味
するために、
さらに一
一つ
の例にふれ
ておき
たい
。
早
い時
期に直
接に
日本体
験をした
人物達、
ある
いは
、
日本
とス
イス
の架
け橋を
つく
ろう
とした
人物達がど
のよ
う
にスイスで
は
無視さ
れたり、
まっ
たく
記憶に
とめられて
いな
か
っ たりした
かを例示する
いくつか
のケl
スをみ
てきた。
逆説
的に
いえ
ば、
一八
七0
年代以
降に
日本を訪れた
スイ
ス人は
い
わば日
本と
恋に
おちたが、
そ
の感
情を自
分だけ
で持
ち続けたり、
内輪
の愛
好家だ
けで分
かち合
って
いた
。
コル
デ
イエ
が
指摘
する
ように、
彼らが残した遺産は特
別に
賛美
され
たり
、
利用され
たりはしなか
った
。
もち
ろんスイ
ス人
た
ちは
何世紀
に
もわた
っ
て世
界中を広く旅
行し
て
歩いた
が、
とくに
一九三
0年
代
まで
は東アジ
アに
おける
スイス人
の体験に対
して
一般的無関心
があ
った
よ
うに思われる
。
ほとんど
すべ
て
の旅
行者は多
く
の日
本の物
産、
工芸品、
美術口叩を持ち帰り、
一九
世紀
末以降そ
れらは
スイ
ス各
地の
民族博物館
に寄
贈されたり、
売却さ
れたりした。
それゆ
え、
スイス
の民
族博物
館にある日
本コレク
ションの
目
録を作成する
こと
が、
隠された
日本と
の数
多く
の出
会
いの
歴
史を発
見し、
スイスに
おいて
初
期日
本像が作り上
げられた過
程
の謎を解
く最善
の方
法である。
一般
的パ
ターン
は次の
ようにま
とめられる
。
資料類
は
収集家
の生
存中、
ある
い
は死
後、
相続
人から博
物館にもた
らされる。
私的な旅行
者、
ビジ
ネス
マン
、
外交官、
ある
いは
そ
の相
続人たちは、
地元
の博
物館
の
コレ
クシ
ョ
ンを
豊かにし、
名
前を後代
に残し、
保管苦労
から家
庭を解放する
こと
を願
った
。
最近
では、
第二世
代から第四世
代目
の相
続人たちは、
感傷か
ら、
また市
場価格を気
にして、
コレ
クシ
ョ
ンを
博物館
に寄贈
する
こと
を不
本
意に思
って
いる
。
相続人
に子
孫が
いない
例
外的な場
合
には、
家族
の遺
産に
安
全な場
所を与え
るため
に博
物館
に
頼る
こ
ともある。
ヌシャ
テル出
身の
アンド
レ
・マ
ヨl
ルは
八
O歳代に
なり、
直接
の相
続
人がいな
か
った
ので
、
一九
九九
年に突
然日本
関係
の資
料を
ヌシヤテ
ル
民族博物館
に寄託
することを
希望
した。
博物館は
二O
O枚以上
の
ガラスのスラ
イド
、
写真、
たとえば日
露戦
争(
一九O四10五)
に関
する多数
の文
書類を受け取
った
。そ
のス
ライドとともにあ
った
四冊
のノ
lトには、
アン
ドレ
・マ
ヨ
lル
の父
、
ロベー
ル
・マ
ヨl
ル(一八
七四
100 ホルナ一 、 ア ン ベール、 そ し て その後101 
ー一
九七
O)
が、
一九
O五
年から
一一
年の
あいだにヌシャ
テル地
方の
い
たる
ところ
で日
本に関し
て四O
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回以上
の講
演会を開催し
たこ
とが
記され
ている
。
その
うえ、
ノー
トに
は講演中に使用した
スラ
イド
のリ
スト
、
講演
のおこな
われ
た場
所、
それによ
る報酬が記され、
さらに
何
とい
っ
ても興
味
深い
のは、
日本に
関する彼
の講
演のテ
キスト
が含ま
れている
ことで
ある。
彼は
ヌシャテ
ル
の地
理協
会での講
演から始めた
カf
一九
O
四年に創立
された
民族博物館
では講
演をし
てい ない
。
その
後も日本に
つい
てさ
まざまな地方
協会
で講
演を
した。
このこ
とは
スイスに
おいてス
ライドを用
いて
日
本を紹介し
た最
初
の記
録され
ている
試みであ
り、
日本
の文
化に対 する
一般
の人びと
の関
心が増した
こ
とを証
言するも
ので
ある。
博物館
の
古文書を
振り返
って
みて
、
ロベー
ル
・マ
ヨl
ルが
生存中に数
度にわた
って
日
本の物
品を寄
贈
して
い
るこ
とが明らかにな
った
。
アンド
レ
・マ
ヨl
ルと
数度
インタ
ビュ
ーをし た結
果、
彼の父
が
たい
へ
んな
収集家
であ
り、
話し手で
もあ
り、
死ぬまで日
本に
魅了さ
れ続け
て
いたこ
とがわ
かった
。
しかし、
ま
もなくも
っと複雑
な話がわ
かっ
てきた。
一八
六四
年に始め
られた日 本で
の冒
険的なビ
ジネス
が完全
に失
敗した
こ
とが
家
族の秘
密
とされ
てきた
こと
である。
アン
ドレ
・マ
ヨ
lルは
父ロベー
ルに
よって
一九四
九年に書かれ
た家族
の記
録を私に委ね
てくれた。
そ
れは時
計製造と輸出
の歴
史に関
する知られ
ざる
エピ
ソー
ドを明
らかにし
てくれる。
ロベ
ールに
よって
語られた物
語は、
彼の
祖父が関
わ
って
い
たホル
マン
Hボ
レ
ル時
計商会が創立
された
一八
五七年から始
士JF
ヲゐ
。
ロベー
ルの
父、
ジヨル
ジュ
・
マヨl
ル(一
八四
三
1一九一
一一
)は
一八
六一年
にそこ
で見
習いとして
働き
始めた
。
一八
六四
年には
シヤルル
・ホ
ルマ
ン商
会が創
設され、
日本
へ 輸出を
始めた
。
ジヨル
ジユ
は一
八六
六年にホ
ルマン
の共
同経営
者となり
、
ロベー
ルは
一八九
四年に見習
いと
し
て商会に入
った
。
一八
九八年に
ホル
マン
は
引退し、
商売はジ
ヨル
ジユと
息子
の
ロベー
ルに
よ
っ
て引
き継
がれた。
会社名を
マヨl
ル商
会と変え、
少なく
とも
ペ
ナン、
パンコ
ック
、
上海、
横浜に時計を輸出し
た。
新商会は
輝かし
い未
来を約束され
てい
た
が、
マヨ
lル家
は彼ら
の横
浜の
輸入
代理屈、
コロン
商
会が生
じさせ
た重
大な負
債を背負
う羽田にな
って
しま
った
[印日間22
NgH
NAD
を参関口
。
元日
本駐
在スイ
ス大
使、
ジヤ
ン・
ド・ラ
lム
[百年祭委員会、
昌 宏
コ]
によれ
ば、
一八
六三年
にエメ
・ア
ンベl
ルが
や
っ
て来る前に横
浜にはすでに
八人
くら
いの
スイ
ス人
商人が
いた
とい
う
。
彼ら
のな
かにジ
ユ
られな
い
ほど
高額と
なり、
およそ
七八
万ス
イス
フランに
達した。
ロベー
ル
の証
言では
、
一八
六0
年代に
ホルナ 一 、 ア ン ベール、 そしてその後
ルとポ1ル
のコロ
ン兄
弟が
いて
、
おそら
く
一八六
O年には
すでにホル
マン
Hボ
レ
ル商
会から時
計を輸入
して
いた
らし
い。
二0
1三O
年で
コロン
兄
弟の信
用貸し
の不
払い
は頂
点に達した。
マヨ
l
ル家
は貸し金
が支払わ
れるのを
期待
しながら、
彼らと目
商取引を続け
ざるをえなか
った
。
一八
九八
年には
貸し金は信じ
まで
遡れ
る取
引記録は
一八
九八
年にはすで
に処分さ
れていた
とい
う
。
この
ことは日
本と
の初
期の時
計貿
易を研
究しよう
とする時
の困
難さを示
すも
ので
ある。
コロ
ン兄
弟の
一人は
四年ご
とにスイスに
帰ってい
'E S 3、
ふ 人
4HH
一八
九
八年に兄
弟は彼
ら
の
取引状況を直
接分析
するた
めに
ロベー
ル
が日
本に来る
よう
に要請した。
ロベ
ールは
翌
一八九九年に日
本
へ出発
したが、
コロン
兄
弟が
すべ
て
の情
報を隠
した
ので
、
ひどく
失望
103 
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して
帰国した。
それにもかかわら
ず、
彼は日本からた
いへ
んな
感銘
を受けた。
コロ
ン家
と
の商
取引は、
104 
彼らが借
金を
弁済し
なか
ったので
、
ますます悪くな
った
。
それゆ
え、
ロベー
ルは
一九O三年
に再び来日
し
一九
O五
年ま
で滞
在した。
コロ
ン家
と
の交
渉が首
尾よく
行
かな
いの
で
、
彼は
日本やそ
の文化
の発
見
に多く
の時
間をさき、
日本
のものを
収集し
た。
一九一
一一
年のポlル
・コ
ロンの
急死
とマヨ
l
ル商
会の
膨
大な借
金が両
商会
の破
産を
引き起
こし
た。
そこ
でロベー
ルは
一九一
ご一
年に横
浜に
戻り、
弁護士
を一
履い
コ
ロン
に貸し金を返す
ように求めた。
コロン
の全
財産は競
売に付された。
その
ことか
らコ
ロン
家はジ
ユネ
ーヴ
に庖をもち、
日本製
品をそこ
へ輸
出し
てい
た
こと
がわか
った
。
横浜
でた
いへ
ん優
雅に暮らす
伝説的な詐欺師
のよ
うに
形容さ
れた
コロ
ン
家
との
金銭上
の争い
は悲劇に
終わ
った
。
ロベー
ル
・マヨ
lル
の息
子は
日本に
おける
ヌシャ
テル時
計商会
の不
幸な
できごとを
知る
最後
の証
人とな
った
。
この
ケlスは
厳密
には
スイスの
二商
会聞の事
件であるが、
ここ
から
少なくと
も二
つの
事柄
を知る
ことが
できる。
コロン
家が
ス
イス
へ若
干の
日本製品を
送って
いたこ
と、
および
ロベール
が民
衆レ
ベル
で
彼の日
本像と
日本理解
を目にみえる形
で、
そし
て
口頭で紹
介
した
い
わば先
駆者
であ
った
とい
うこと
である。
二番
目
の例
は、
フエ
ルデ
イナント
・ホドラl
(一
八五三
1一九一
八
)の最
後の
弟子
で、
チュ
lリ
ヒ生
まれ
の画
家コ
ンラ
ッド
・メイ
リ(一
八九五1
一九六九)
に関
わること
である。
先輩
に当た
る有
名
なフ
ェリ
クス
・
レガ
メと
は異
な
って
、
メイ
リはすでに
作
品のな
かに日
本美術
の
影響を取り込
んでい
たフェリ
クス
・ヴ
ア
ロトン
(一
八六五1
一九
二五)
のよ
うな芸術
家
に影
響を受
けた世代
の芸
術
家に属
している
。
メイリは
ヌシ
ャ
テル
に定住し、
そこ
でキ
ユビス
トの
感化を受
けた
いくつか
の木
版
画シリーズ
を制作した。
彼は
一九
二八
年に講
演
会のためにや
って
きた
キク
・ヤ
マタ(
山回
菊〈
一八九七1
一九七五
〉)
と出
会い、
一九
三
二年
に結
婚
した。
キク
はフラン
ス女
性と結
婚
していたリヨ
ンの
日
本領事山
田忠
澄の
娘であ
った
。
一九
二三
年頃キ
クは日
本を強く
意識した
文学活
動でパ
リで
有名にな
った
。
彼女
は二
重のア
イ
デンティティの
お
かげで日
本の新
しい
イメ
ージ
を発展させ
るこ
とが
できた。
一九
三O
年から
フラン
スとスイスに
生け
花を
紹介
した。
夫婦
はおもにパ
リ
で活躍し、
メイリは
成功
をおさめた。
一九
三九
年に彼らは
日本に旅立ち、
戦争と資金
不足
られることは
難しく、
しばしばパ
リに
出かけねば
ならなか
った
。
メイリ
の作
品は
つねに
古典的
でおもに
ホルナ 一 、 アンベール、 そしてその後
のため
に日
本に
一0年
間滞
在しなけれ
ばならなか
った
。
メイリは日
本で美
術を教え、
六O
O点以上
の作
品を制作し、
一九
四
九年にそれら
をヨーロ
ッパに
持ち帰
った
。
メイリは
日本に
長期滞在
し、
絵画制作に
携わ
った最
初のスイス人
画家
であ
った
とい
え
る。
帰国後彼
はジ
ユ、
不lヴ
近郊
の
村に住んだ。
しかし、
この
日
本を象
徴
する典
型的な夫
婦は
スイス
で認め
印象主義
の線にとどま
って
いた
が、
日本に
関連す
る作
品はネオ
・オ
リエン
タリ
ズム
とみ
なす
こと
が可
能
である。
メイリ
は素
晴
らし
い生涯と経歴
の持
ち
主で
あっ
たが、
もっと
も知ら
れていない
スイ
ス人
画家
の
一人
で、
彼の作
品、
とくに日本で制
作した絵
画は
い
まだ
美術市場
や美
術史家
にま
った
く無
視され
ている
。
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ア彼の
墓も
一九九0
年代に破
壊された。
村の
当局
もメイリ
が一
二
世紀に有
名になろう
とは思
っ
てもみなか
ったので
ある。
結論と展望
この
予備的
・断片的報告
のなかで、
私はわずか
に選んだ
事例研究と新発
見の
史料に
つい
て通
時的に論
評しよう
と試みた。
その目
的は日
瑞関係
・交流
の諸
側面を調査し、
日本
をエキ
ゾティ
ック
で、
遠く、
神
秘的
で魅力的な文
化的存在と
みな
すスイスに
おける日
本像
の
形成過程を分析し
ようとした
こと
である。
もち
ろんそ
れは
一九世
紀末
から二
O世紀にか
けて
スイスに
一時滞
在したり、
永住
したりし
た日
本人
の役
割にふれ
ない
一方的
アプ
ロー
チで
ある。
私の目
論見は
日瑞交流
の人的
要素と多様性
に焦点を
合わせよ
う
としたこと
である。
ショl
ヴイ
ニズ
ムと
誤解さ
れたくな
い。
私は
日本と
の
双方向
の商
業、
外交、
知識、
技術、
観光関係
の
歴史を再
検討す
る必
要性と
、
多角的な学際的
アプ
ロー
チ
の重
要性を
強く考え
ている
。
明治時代
およびそ
の後
に日
本
へ旅行し
た有
名、
無名、
かつ
最
近まで知ら
れていない
スイス人
をも
っと
調
査し、
彼ら
の体
験を再現
したり
、
彼らが残
したあらゆ
る情
報を集め
る必要があ 。
スイス
における
初期および
その
後の
日本像が、
早い時
期の
報
告書
や
スイス
人と外
国人
の
さまざまな証
言から念入りに
つくられ
た論理構
成物
だと理
解
されねばならな
いこ
とは、
人類
学者
にと
って
興味深
い仮
説で
ある。
しか
しながら、
スイ
スの
日本
受容を
研究す
る難しさはも
ちろん史
料や
文書類が
手に入るかど
うか
の問
題であるが
、
それ以上
に隣
国、
まず
第一
にオランダ
、
つい
でフランス
とドイ
ツ、 さらに関
連は
薄い
がイギリ
スやアメ
リカ合
衆
国にお
いて
同
時代的
に進行
す
るさ
まざまな動
きに
スイス人
の体
験をどう
結合
すべ
き
かの問
題で
もある。
複数言
語の
国である
スイスは
、
囲内
の主要二言
語に対応し
て、
一九
世紀
と
二
O
世紀
の
日本に対する関
心
のフ
ランス
的
パタ
ーン
とドイ
ツ
的パ
タ
ー
ンに
よっ
て強
く影
響
され
てきた
。
日本
につ いて
のさ
まざま
なイ
メージ
や固
定観
念は、
さまざま
な種類
の文
献
(旅行記、
小説、
演劇)
、
(ジ
ヤボ
ニス
ム)、
日本製品と
日本
美術の
収集、
万国博覧会、
異国趣味
の旅
行、
商取引、
外交
といった
さ
まざまな分野を通じ
て伝
えられたが、
それら
の知的で、
一般
に受け
のよ
い受
容と
融合を考
え
てい
くこと
はや
りが
い
のあ
る仕
事である。
すでにみ
てきたように、
一五
八六年から
一八
O
四年
までの日
本と
日本
の
文化に関
する知識
の導入はきわ
めて
む
らが
あり、
分析
するこ
とは
難し
い。
一八
五九年
以降日
本には写
真
{ 糸
口シエ
や事業
家など若
干の
スイ
ス人がや
っ
てきて
いた
が、
アンベl
ル使
節団以後
スイス人
は日
本にし
っか
りと定住し始
めた
の
である。
それ
はホルナ
ーが
長崎を訪れ
てから六O年
後の
ことで
あ
った
。
それに
もかかわ
らず、
今日
の研
究結
果によれば、
」れ
らの
多
くの旅
行者たちが
スイス人
の記
憶のなか
にま
ったく
、
ある
い
はほと
んど残
っ
てお
らず、
日本
への
体
系的な
関心
は最
近
の動
向であると
いえ
る。
日
本に
対する変わ
らぬ魅
惑は
ほとんど
の場
合商業目
的や観
光旅行
に結び
つい
た個
人的経
験によ
っ
て系
統的
に特
徴づ
けられるが、
それをど
の
ように考
察できる
か私たちは
自問しなけ
ればならな
い。
とくに
一七
世
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紀以来
の日
本の物
質文化、
工芸品、
美術
品にた
いす
る強
い関
心は変
わ
って
い
ない
。
長期にわたり
物質文
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化は大部
分の
スイス人
が日
本
をイメージ
できる唯
一の具
体的な媒
介
物であ
った
。
最初
の主な
ル1
トはオ
ランダ
東イ
ン
ド会社
であ
った
が、
次いでス
イス人
訪問者が際立
った
量の
品々を
獲得したり、
コロ
ン家
が
したように
日本的製品あ
る
いは
「演も
の」
(横浜
港からの輸
出口問)
をスイス
へ輸
出す
るよ
うにな
った
。
口、
ン
エが
日本
へ来てからは、
商業写
真の興
隆が日
本
の新し
い
理解を形成
する
の
に重要な役
割を
果たした。
スイスでは
日本の
コレ
ク
ション
が民
族博物
館にだけ
見
出されると
いう
事実は
意味あ
る目
安
となる。
こ
のこと
から日
本が世
界の果て
にあり、
異国情
緒
溢れる固
と理解され
てい
たの
だろ
うし、
現在も
そうで
ある
ことが
説明
できる。
二O
世紀
を迎え
るまで
には、
とくに日
露戦
争ご
九O四10五)
後に、
日本は急
速に
近代化
・産業化し
た固
とし
てあらわれた
ので
、
集められ
たコレ
ク
ション
はまさ
に消え去ろうとする
「真性
の」
かつ
伝
統的日
本の
一部と
理解された。
博物館
の
コレ
ク
ション
や
文書類
の調
査は最
近のア
プロ
ーチ
であるが
[穴35q
S包]
、
それがホ
ルナ
ーや
マ
ヨlル
の場
合の
ように、
意義
深くて新し
い、
補足的な
情報
を得
るために
、
価値あ
る研
究方
法である
こ
とを立証
している
。
それは日本
へ
の旅
行者
の生活
史を復
元し、
市場
で手に
入れられた
のは
何か、
収集家
の好み
は何かを知る手がかり
となり、
その結
果個
人の
コ
レク
ション
や記録
文書
へ行
き着
くことが
できる。
スイス
の民
族博物館
にあ
るす
べての
資
料を調査する道
のり
は遠
く、
いま
だ
に個人
の所
有にある
コレ
ク
ション
や文
書
類は
スイス
には膨大にあるだ
ろう
。
包括
的テl
マと
して
のス
イス
の日
本像は不
幸にもわずか
に表面的
にしか分
析され
てこな
か
った
。
本章
は新し
い要
素を紹
介し、
新し
い提
案を
して
、
伝統的な歴史的
アプ
ロ
ーチ
に加え
て新し
い補
足的結論を
得
るため
に人類
学の重
要性
を示したも
ので
ある。
歴史
資料が再吟
味され、
スイス
における日
本のイメー
ジ
や固
定観念
の形
成過程を中国
や朝鮮
の理
解と
比較
しながら分
析
されるべ
きで
ある。
東アジ
アに
おける
ス
イス
人先駆者
の仕
事と生涯に対する偏
狭な無関心は
一般
的な傾
向、
パタ
ーン、
ある
いはスイ
ス人
的態
度
とみ
なされうる。
この
複
雑に織
り
まぜられ
た姿は慢
性
の
「無関心対魅惑」
と特
徴づ
けられるが
、
貿易
の
変動
[』2Eq
H30]
と地政学
的できご
とによ
っ
ても
影響さ
れて
きた。
ホル
ナlが
自分が
二O
O
年後
に日
本に戻
って
きた
こ
とを知
っ たならば、
彼はどう
感じる
か想像し
てみ
ょう。
実際
に彼の油
絵の肖
像画は
二O
O五
年の
「愛
・地球博」
のス
イ
ス館に展
示さ
れ、
おそらく
一0
0
ホルナ一、 ア ン ベール、 そしてその後
万人以上
の人びと
にみられるで
あ
ろう。
さらに、
二O
O七年にチ
ュl
リヒ大
学民族博物館
で計画
されて
いる
ホルナ
!とク
ルl
ゼン
シユ
テ
ルン
の探
検に関
する展
覧
会は
日本に特
別
の焦点がおか
れる
であ
ろう。
また、
二O
O五
年に
はアン
ベl
ル
の本
58]
の復
刊が決
まり、
アンベl
ルの
日
本芸術品と写
真の
コレ
ク
シヨ
ンを研
究・刊
行・
展示する計画が
ヌシャ
テル民
族博物
館によ
っ
て公式に着手された。
主要イ
ベ
ント
は日
瑞修好通商条約
一五
O周
年のと
きに開
催さ
れる
であ
ろう
。
生命
あるもの
は生き
続け、
両国間
の多
く
の計
画は
展開し続ける。
今やス
イス
のさ
まざまな省庁
・機
関は、
両国
間のさ
ま
ざま
な計画を積
極的
に支援し、
推し
進めるか
、
たんに
ビジネス
に関
連し、
それに利
用される科
学計画
にだ
け焦点を
合わ
せる
のか、
決定
する責任があ 。
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謝辞日本女子大学文学部
・文
学研究科、
スイ
ス外
務省、
プレゼ
ンス
・スイス、
スイス大
使館、
とくに
ピエ
lル
日イ
ヴ・
フクス
氏に心より
感謝した
い。
たい
へ
ん成功した
シンポ
ジウムを
組織し、
本稿
の翻
訳に
も努
力された森田
安
一教
授にも
感謝
した
い。
スイ
ス絹商
人ハンス
・シ
ユベ
リ
の見た
明治の日本
踊
共
はじめに
チュl
リ
ヒ出
身の絹
商
人ハンス
・シ
ユペ
リ(
回目的
ザOR可・
一八五
九
1
一九
二
五
) は、
日本と
ス
イ
スの
交流
が始
まって
お
よそ三O
年の歳
月が過ぎた
一 八九
0年
代に来日し
て横浜に
居を構え、
一九
世紀
末の日
本に
起こ
って
いた
大きな変化
の
目撃
者とな
った
。
この
頃日本は、
産業
の
近代化
つ まり
工業
化を急速に
進展さ
せ、
資本
主義
の確
立期
を迎
えていた
。
シユペ
リは自
伝や
紀行文、
学術的論文、
伝統工
芸品の
目録など多
数の出
版物を残し
ている
が、
それらは当時の
ヨーロ
ッパ
人の日
本観な
いし
日本理解がど
のよ
うな
もので
あった
か
を伝える貴
重な史料
である。
この
時
代に
日本お
よび日
本
人につ
い
て欧米人
が出版した書
物
の数
J 19 
た。
スイスに
とどま
った亡
命者
はツン
フト
の力
が及ばな
いジ
ユ
ラ地方を中
心にフラン
ス語
圏で
活動し、
時計産
業を中
心にスイス産
業に貢
献した。
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